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①新聞紙面を使った情報発信

・健康に関する情報の掲載

・健康経営に取り組む企業の情報発信

→地域密着の地方紙として読者の「健康づくり」に資する

話題を積極的に掘り起こし、記事として紙面で紹介している。
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②健康に関する事業やイベントの開催

・県民健康セミナー（オンライン開催）

・健康講座（出前講座）

・「１日１動！」（紙面掲載と動画配信）
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県民健康セミナー

福島医大の教授を講師に招き、
食・心・体の専門的視点から見た
健康について学んだ。
オンライン開催。
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健康講座

福島民報社と福島医大が連携し、
各地の高齢者サークルなどを対
象に出前講座を開催。手軽な運
動で体を動かしたり、新聞記事
を活用して脳の活性化も図る。
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「１日１動！」

・暮らしの中で気軽にできる体操を

紙面で紹介。

（くらし面などで週３回掲載）

・動画も同時配信し、体の動きを

分かりやすく伝える。

（動画は１週間分まとめて弊社ＨＰで掲載）
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③いだい×みんぽう
健康ふくしまプロジェクト

・「フレイル」防ぎ人生100年時代を笑顔で

・若者からシニアまで健康づくりを応援
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コンセプトは「医食動心」

これまでの健康講座や「１日１動！」の

啓発を続けつつ、新たに「食」も含めて

医療、食事、運動、心身の面からバラン

ス良く県民の健康増進を後押しする。
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④今後の課題

・社員の心身の健康をいかに守るか

→新聞編集、発行という業務内容から不規則な生活を強いられる部署もある。

ストレスによる飲酒過多や暴飲暴食などにより、肝機能や脂質、血圧などに

問題を抱えている社員も多い。社員の健康なくして充実した新聞紙面を発行

することはできない。全社挙げて社員の健康管理に注力している。
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地域の健康づくりの
取り組み

～健都ふくしま創造事業 飯野地区推進委員会～

令和５年度 健都ふくしま創造市民会議
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飯野地区の健康状況 令和元年福島市国保特定健診結果より

令和元年１１月 健都ふくしま創造事業 飯野地区推進委員会 設立

いろいろな世代の人と健康づくり・元気づくりを
話し合える場所が必要
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★活動理念★
「飯野発！ 世代間交流による健康づくり・元気づくり」

★活動目標★
①住民が主人公となり健康づくり・元気づくりを行う。

（注：元気づくりとは病気や障がい等の有無に関わらず、だれでもが地域で自分らしく
生活できるための取り組み）

②多様な世代で課題を検討する。

③具体策を実行することで住み慣れた飯野地区で自分らしく生活できる。
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構成団体

自治振興協議会 ・ 町内会連合会 ・ 社会福祉協議会 ・

地区民生委員・商工会・婦人会・学習センター利用団体・

いきいきももりん体操 ・ JA女性部 ・ 体育協会 ・

小学校中学校PTA  ・ 保育所保護者会 ・ 地区医師会

合計 ３６ 名で構成
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①啓発グッズ配布

健康づくりの啓発
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②こどもの食育推進

PTA・学校と連携した健康づくり
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③飯野地区のイベントに参加

まちづくりと連携
した健康づくり
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今後も飯野地区推進委員会では、
若い世代を巻き込んだ健康づくりを

すすめていきます。
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生活習慣の改善         1 

栄養・食生活 

 

現在 
・バランスの取れた食事の普及・実践 

・生活習慣病を予防する食習慣の普及・実践 ⇒薄味、脂肪を控える献立の普及 

・食習慣改善の指導啓発 

・適しおの普及・実践 ⇒サポーターへの登録、献立表に適しおマークの表示、 

                適しおレシピ・サポーターの取組を広報誌で周知 

・適しおサポーターとしての実践⇒研修会・料理教室の実施 

・関連団体との協議・情報交換⇒食育推進委員会での協議など 

・食育の推進 ⇒親子で作るお弁当コンクール、地域の産物を活かした伝統食の普及 

             子どもへ手作り料理の楽しさと食事の大切さを教える 

・適しおの更なる普及のための具体策 ⇒紙面やイベントの活用・検討、サポーターの登録者数の増加 

・適しおを普及するための環境整備 ⇒地区ごとでの講習会・料理教室の開催場所等 

・若い世代・子どもへのアプローチ ⇒食育活動が重要な乳幼児と保護者 

                         食生活が変わり学びなおす10代後半～20代、働き世代等 

・食生活改善推進員の減少 

 令和元年度に第１回の「健都ふくしま創造市民会議」を開催してから４年が経過しました。この

間コロナという危機も経験した中で、現在の健康づくりの取り組み、課題とこれから必要と感じて

いる取り組み等について、構成団体の皆さまに事前アンケートを行いました。 

 

 その結果を、次期健康増進計画「ふくしまし健康づくりプラン2024」の６つ

の推進分野ごとにまとめました。  

課題・これから 

休養・こころの健康 

・ワークライフバランス⇒休暇を取得しやすい環境づくり、超過勤務削減のための状況把握と改善 

・メンタルヘルス ⇒対策の普及活動、ストレスチェックの実施、ストレスチェックの結果による面談 

              講習会の実施(対象者向け、事業主・事務担当者向け) 

・ワークライフバランス ⇒休暇取得の推進、残業時間の平均化、職員の不足による業務過多 

                  経営者・管理者層の働き方改革 

・メンタルヘルス ⇒仕事以外の要因による心の健康への介入、心の健康に課題がある子どもの増加 

 

現在 

・毎日の運動機会の創出 ⇒勤務先での始業前ラジオ体操、職場での階段利用促進 

・地域での運動機会の創出 ⇒いきいきももりん体操、夏休みのラジオ体操、地区運動会 

                    市民体育祭、地区独自のウォーキングマップ作成 

・運動不足解消のための啓発 ⇒ストレッチのポスターの掲示、運動関連セミナーの開催 

 

現在 

・運動不足によるメタボリックシンドローム該当者の増加 

・スポーツ推進委員のなりて不足 

・市民全体で取り組める運動の検討 

・スポーツを通じた健康な体づくりのサポート 

運動・身体活動 

課題・これから 

課題・これから 

健都ふくしま創造市民会議構成団体の取り組み 
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歯と口腔の健康 

・歯みがきの励行 

・保育園・幼稚園・学校等でのフッ化物洗口の推進 

・歯科診療を受けられる環境づくり ⇒障がい者歯科診療、休日救急歯科診療 

・歯周病講習会の実施 

 

現在 

・歯科医療従事者の確保 

・妊産婦歯科検診の充実 

たばこ・アルコール 

・禁煙の推進 

・受動喫煙を防止できる環境づくり  

 ⇒独立した喫煙施設を作って完全分煙化 

・アルコールとの付き合い方 

 ⇒週1回の休肝日の設定・普及 

 

現在 

・受動喫煙を防止できる環境づくりの推進 

・アルコールとの付き合い方 

⇒不規則な生活やストレスによる飲酒過多 

健康管理・疾病予防         2 

・健康診断の実施 ⇒健診の実施状況の実態把握・実施 

・健康診断受診率の向上 ⇒健診の周知・受診勧奨、健診受診のため職員のスケジュール管理 

                                     費用補助(本人、希望する配偶者対象) 

・健診後の受診勧奨 ⇒精検受検後の報告書提出や受診勧奨の個別アプローチ 

・予防接種 ⇒インフルエンザ予防接種の補助 

・手洗い ⇒手洗いの励行、食中毒・感染症を防ぐための手洗い講習会 

 

現在 

・健康診断実施率・受診率の向上 ⇒法定健診を十分に実施できていない事業所がある 

                                               健診を受診しやすい環境づくり、がん検診の周知 

・健康診断有所見者の増加 ⇒メタボリックシンドローム、高血圧、脂質異常の増加 

・健康診断有所見者に対する介入 ⇒有所見の子どもの未受診(家庭に伝えても受診につながらない) 

                         個別で具体的な啓発活動 

・特定保健指導実施率の向上 

・食の安心・安全のための衛生管理の定着 

課題・これから 

課題・これから 

課題・これから 



4 生涯を通じた健康づくり         

・発達段階に応じた系統的な保健学習の充実 

・町内会単位において「いきいきももりん体操」 

 

現在 

3 社会環境づくり         

・関係機関での健康づくりに関する情報共有 ⇒懇談会・打合せ、学校保健委員会(校内・地域関係者) 

・健康づくりに関連した研修や講演会等の開催 

・地域づくり事業並びに社会福祉事業への参加 

・健康に関するイベントの開催・参加 

・身近な場所で測定・自分の健康を振り返ることができる環境づくり 

                                                                  ⇒職場への血圧計設置、血管年齢測定器の設置 

・職員の健康状況把握 ⇒各種ハラスメントアンケートの実施、ヒアリング 

・きれいな環境づくり ⇒食べ物を大切にし、生ごみを減らす 

・若い世代へのアプローチ       

・健康教室の参加者のマンネリ化 

・地域包括支援センターの役割の普及 

・地域のつながりづくり ⇒孤立しない、子どもからお年寄りまで地域全体で健康づくりに取り組む 

                                  誰もが笑顔で住み続けられる福島市へ 

・学校と家庭との連携      

・関係機関との更なる連携強化 

 

現在 

・子どもの視力低下 ⇒スマートフォンやタブレットの使用 

・心の健康に課題がある子どもの増加 

・親と子が一緒に心身ともに成長できること 

放射線に関する健康管理        

・福島第一原子力発電所での健康体制整備 

・原発事故後の廃炉作業に従事する労働者の健康管理 
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現在 

6 ヘルスリテラシーの向上        

・情報提供・発信の機会の創出⇒広報誌、新聞、ポスター、出前講座、セミナー、研修会など 

・情報提供・発信の内容の工夫⇒取組好事例、日常に取り入れやすい方法、健康度を見える化 

・他機関と連携した情報提供・発信⇒福島医大と連携した紙面作成 

・ICTを活用した情報提供・発信⇒SNSを使った情報発信、健民アプリの普及 

・市民が楽しく健康づくりに取り組むことができる工夫 

・情報提供・情報発信を通じた市民の健康づくりへの意識づけ 

ヘルスリテラシーとは…健康や医療の情報を入手し、理解して活用する力のこと。 

                    健康や医療の情報を発信する側がわかりやすく正確に伝えることも求められる。 

 

現在 

 アンケートへのご協力ありがとうございました。今回のアンケートでは、構成団体の皆さまの健

康づくりの取り組みとこれから取り組もうとしていることから、健康づくりの「キーワード」をたくさ

ん伺うことができました。 
  

 次年度は新たな計画「ふくしまし健康づくりプラン２０２４」がスタートします。全ての市民が「楽

しく幸せ」に暮らせるよう、これまで以上に構成団体の皆さま、地域の健康づく

り推進組織の皆さまと連携し、健康づくりの取り組みをつなげ、広げていきた

いと思います。 

課題・これから 

課題・これから 

課題・これから 

課題・これから 



健都ふくしま創造宣言 

 

私たちは、すべての市民が健康寿命※を延伸し地域で生涯

にわたって安心して健康で暮らせる健康なまち「健都ふくしま」

の実現をめざし、市民、民間、行政総ぐるみの健康づくりを推

進するため、次のことをここに宣言します。 

 

１ 私たちは、一人ひとりの健康づくりを応援するため、食生 

活、運動、受動喫煙防止などの環境整備をすすめます。 

  

 １ 私たちは、健診受診の促進や生活習慣の改善、社会参加な

どの健康づくりに、みんなで力を合わせて取り組みます。 

 

 １ 私たちは、職場、地域、関係機関・団体と手をつなぎ、すべ 

   ての世代の健康づくりをすすめます。 

 

１ 私たちは、人と人とのつながりを大切に、社会の変化に対 

応し、ICTなどを用いながら、健脚文化、適しおなど福島ら 

しさを活かした健康なまちづくりをすすめます。 

令和６年１月１５日 

 健都ふくしま創造市民会議 

※健康寿命とは…健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間 

 


